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１ 目 的 

生物進化に関する誤概念は多く，「獲得形質の遺伝
（ラマルク説）」を中学生から高校生・大学生でも１
割程度継続して保持しているとする先行研究 1）があ
る。また，小学校 6年生では「ラマルク説」や「目
的論」による説明が 6 割弱あったという報告 2)もあ
る（大学生は 14％弱）。このクロス集計後のコレス
ポンデンス分析では，「進化の総合説（ネオ・ダーウ
ィニズム）」が「ラマルク説」の対極に位置した。こ
れらの報告に鑑み，「進化の総合説」に基づき，進
化仮説を推論するパフォーマンス課題 3)を設定し
た。この課題を中学校3年「遺伝」単元及び，同「生
物と環境」単元に導入し，実践を行った。本研究で
は，この 2つの単元に導入したパフォーマンス課題
が，中学生の「科学的進化概念」形成と，「誤概念」
払拭の効果を明らかにすることを目的とした。 

２ 研究の方法 
(1)パフォーマンス課題による分析：「遺伝」 
「遺伝」単元の授業最終時に，表1の到達目標（進

化の総合説）に基づき，「キリンの首の進化仮説を推
論するパフォーマンス課題」を設定した。この課題
における生徒の回答結果を，表 2 のルーブリックを
用いて4段階で評価した。 
表3に示すように，「獲得形質の遺伝」を「含む・

含まない」について，パフォーマンス評価を「Ｓ・
Ａ」及び「Ｂ・Ｃ」の 2 値変数で，クロス集計した
後，χ2検定（イェーツの補正）を行った。 
(2)パフォーマンス課題による分析：「生物と環境」 
「生物と環境」単元の授業最終時に，同様に「ゾ

ウの鼻の進化仮説を推論するパフォーマンス課題」
を設定した。この課題における生徒の回答結果を，
表2のルーブリックを用いて4段階で評価した。 
表4に示すように，「獲得形質の遺伝」を「含む・

含まない」について，パフォーマンス評価を「Ｓ・
Ａ」及び「Ｂ・Ｃ」の2値変数でクロス集計した後，
χ2検定（イェーツの補正）を行った。 

３ 集計結果と分析 
(1)パフォーマンス課題による分析：「遺伝」 
「遺伝」単元では，Ｓ・Ａ評価（19人）のうち「獲

得形質の遺伝」を含む説明は 1人，Ｂ・Ｃ評価（36
人）のうち「獲得形質の遺伝」を含む説明が 8人だ
った（表 3）。しかし，イェーツの補正を行ったχ2

検定においては，「評価の高低と獲得形質の遺伝の有
無」に関連がなかった（χYates

2=1.52：ｐ＞0.05）。 
(2)パフォーマンス課題による分析：「生物と環境」 
「生物と環境」単元では，Ｓ・Ａ評価（44人）の

うち「獲得形質の遺伝」を含む説明は 4人，Ｂ・Ｃ

評価（11人）のうち「獲得形質の遺伝」を含む説明
が9人だった。イェーツの補正を行ったχ2検定にお
いては，「進化の総合説」に依拠する「Ｓ・Ａ評価」
には，「獲得形質の遺伝を含まない傾向がある」こ
とが明らかになった（χYates

2=21.9：ｐ＜0.01）。 

表1 到達目標 3)：進化の総合説（ネオ・ダーウィニズム） 

① 生物は「環境の変化に適応」したものが生き残ること
により，進化する（適応進化）。 

② 「変異」とは一世代の中で起こるのではなく，新しく
子孫が生まれ出るときに起こる（遺伝的変異）。 

③ その変異が生存に有利ならば，長い世代を経て少しず
つ積み重なることによって進化していく（自然選択）。 

表2 ルーブリック3)（4段階） 

Ｓ 表１の３つの要素を含み，その根拠が説明されている。 

Ａ 表１の２つの要素を含み，その根拠が説明されている。 
Ｂ 表１の１つの要素を含み，その根拠が説明されている。 
Ｃ 表１の要素は含まない。含まれていても根拠の説明がない。 

表3 「遺伝」単元における集計（2018年5月：N=55） 

 Ｓ・Ａ評価 Ｂ・Ｃ評価 合 計 

獲得形質の遺伝を含む 1 8 9 
獲得形質の遺伝を含まない 18 28 46 
合計 19 36 55 
χYates

2＝1.52 ＜ χ2
df＝1（0.05）＝3.84 

表4 「生物と環境」単元における集計（2019年2月：N=55） 

 Ｓ・Ａ評価 Ｂ・Ｃ評価 合 計 
獲得形質の遺伝を含む 4 9 13 
獲得形質の遺伝を含まない 40 2 42 
合  計 44 11 55 
χYates

2＝21.9 ＞ χ2
df＝1（0.01）＝6.64 

４ まとめ 
2 単元間にわたるパフォーマンス課題による分析

結果から，「科学的進化概念」の形成や，「獲得形質
の遺伝」の払拭には，ダーウィンの「進化の総合説」
に基づき仮説を推論するパフォーマンス課題などが
有効であることが示唆された。 
また，中学生の誤概念保持の一端，すなわち「獲

得形質の遺伝（ラマルク説）」は払拭しにくく，保持
されやすい誤概念であることも再現された。 
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